
平成28年 9月 15日発行

り`年育式市民会社

瑞浪市青少年育成市民会議だより  辟彗(ワ号

笑顔あふれるみずなみ
『辞こめて Iびめて lオIザ春して』みんなの力で健やかに

=等 文

〔発行〕瑞浪市青少年育成市民会議

瑞浪市教育委員会社会教育課

丁E L68-5281(総合文化センター内)

〔編集〕瑞浪市青少年育成市民会議
広報部会

,
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私
は
、
瑞
浪
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
約
二
十
年

前
、
Ｐ
丁
∧
の
役
員
、
十
年
前
に
瑞
浪
市
青
少
年

育
成
地
区
推
進
員
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
瑞
浪
市
の
子
ど

も
た
ち
は
、
非
常
に
お
と
な
し
＜
、
落
ち
着
い
た

子
が
多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
犯
罪
は
県
内
で

も
か
な
り
少
な
い
方
だ
と
思
い
ま
す
。

各
地
域
で
は
、
色
友
な
行
事
に
小
中
高
の
児
童

・
生
徒
が
多
数
参
加
し
、
大
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
∃
ン
を
と

っ
た
り
、
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、学
校
で
の
教
育
、家
庭
で
の
躾
、

地
域
社
会
で
の
教
育
、
こ
の
三
つ
が
相
互
に
連
携

し
な
が
ら
能
動
的
に
機
能
し
な
け
れ
ば
、
圭日
少
年

を
健
全
に
育
成
で
き
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〔
中
略
〕

音
、
近
所
の
お
じ
さ
ん
に

「
子
ど
も
は
、
近
所

の
人
と
、
上
級
生
た
ち
が
育
て
て
い
る
。
」
と
間

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
大
人
た
ち
が
純
粋
な
心

を
も

っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
正
視
に
耐
え
う
る
正

し
い
行
動
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
悲
惨
な
事
件
や
事
故
が
な
＜
な
る
よ
う
青
少

年
に
は
、
積
極
的
に
声
を
か
け
、
関
与
し
、
「
小

さ
な
非
行
も
見
逃
さ
な
い
」
「
地
域
で
非
行
は
許

さ
な
い
」
と
い
う
強
い
心
で
臨
む
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
育
成
推
進
員

が
、
青
少
年
に
む
け
る

「
や
さ
し
さ
」
な
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

～
『
岐
阜
県
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
連
絡
協
議

会
結
成
四
十
周
年
記
念
誌
』
よ
り
～
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‖2807青小年Q重卜行・機審髄止全国強議員間」衡

今
年
も
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
皆
様

（
本
誌
６
頁
参
照
）

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
を
中
心
と
し
た
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

の
ご
奉
仕
に
よ
り
、
「
ス
マ
ホ
の

昨年度まで平日の夕方に実施していたの

を、今年度は土・日に変更しました。また、

会場も」R瑞浪駅前を取り止め、「きなあた
瑞浪」「土岐小学校」「日吉公民館」「稲津公

民館」を追加しました。例年より多<の人に
啓発できたと用います。
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「地域の子どもたちと長寿クラブの交流」

当クラブは高齢と少子化の続<過疎地域で活動している。

いるが、会合は活気に乏し<、 湿りがちになることが多い。

どもたちとの交流である。以下、実践例

①郷土学習「細ス手宿史跡めぐり」ガイド…毎年恒例と

なつている。当会の語り部が日吉小学校の六年生を案

内する。お土産は郷土色豊かな手づ<りおやつ。

②そば打ち会への招待…休耕地を借りてそば栽培をして

いる。毎年 11月には新そばの賞味会をする。子ども

たちと共に手打ち体験を楽しむ。

③宿場時代から続<提灯祭を支援…およそ2干個の投げ

日吉町細ス手長寿クラブ会長

下條 ス生

「友愛」「健康」「奉仕」を目的に掲げては

こんな雰囲気を一蹴 して <れているのが子

餅を子どもたちのお手伝いを借りて完成する。

④夏休みのNHKラ ジオ体操支援…20年以上も続けているNHKのラジオ体操に、夏休みは子ども会
親子が参加して<れる。

⑤糸田ス手宿場街音頭の継77K…宿場に残る風俗習慣を歌詞にした宿場音頭を敬老会の出し物として子ど

もたちとおどる。

⑥今年の新企画「卓球大会」…卓球台の寄贈を受けて、子どもたちとの対抗戦を計画し、練習に余念

がない。

″ 彦

「学校との関わりを通して」
I嵩浪高校育反会副会長

中山 育郎
瑞浪高校育反会活動として、朝の挨拶運動や学校祭におけるバザーヘの参加、3年生を対象とした面

接指導、進路についての学年懇談会、学校見学会などを行っています。

これらの活動を通して、保護者同士の交流や学校との情報交換を行うことで、学校・地i或・家庭の連

携を図ることを目指しています。そして、何よりも子どもたちが、日々安心・安全に過ごせるよう、親

として何ができるかを常に考え、成長を見守つていくことを大切にしています。
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送賞」に輝きました。                  i

トラクシヨン

ヽ
、

今

日
は
緊
張
し
な

い

で
、
自
分
な
り
に
は

っ
き

り
言
え
た
の
が
よ
か

っ
た

で
す
。
小
学
生
の
時
に
は

一
番

好
き
な
事
が
見
つ
か
ら
な

か

っ
た
の
で
す
が
、
中
学

生
に
な
り

「
陸
上
」
に
興

味
を
持
ち
、
挑
戦
す
る
気

持
ち

に
な

っ
て
き
ま

し

た
。
自
分
の
身
長
と
同
じ

高
さ
を
背
面
跳
び
で
越
え

て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち

で
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

∩
あ
の
バ
ー
の
向

こ
う

に
」
…
瑞
陵
中
学
校
）

私
は
岐
阜
市
出
身
で
、

今
寮
生
活
を

し
て
い
ま

す
。
瑞
浪
は
第
二
の
故
郷

で
す
。
将
来
は
国
連
に
入

っ
て
、
地
雷
や
病
気
で
苦

し
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

を
助
け
た
い
…
そ
ん
な
目

い
を

主

張

し
ま

し
た

。

∩
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
」

…
麗
澤
瑞
浪
中
学
校
）

咸
颯

鰊

り

や
り

や

魏

鰊
晰

鰊

簸

鶴
晰

晰

聰

動
０

強

０

姉
が
す
す
め
て
く
れ
て
読

ん
だ

「
植
物
図
鑑
」
が
き

っ

か
け
で
読
書
好
き
に
な
り
ま

し
た
。
始
め
は
緊
張
し
ま
し

た
が
、
途
中
か
ら
し
っ
か
り

自
分

の
主
張
が

で
き
ま

し

た
。
３
私
の
世
界
を
広
げ
る

本
と
の
出
会
い
」
…
稲
津
小

学
校
）

ス
テ
ー
ジ
に
立

っ
て

一
気

に
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
こ

ん
な
緊
張
は
初
め
て
で
、
い

い
経

験

に

な

り
ま

し
た

。

∩
出
会
い
が
僕
を
変
え
た
」

…
瑞
浪
南
中
学
校
）

瑞
浪
は
自
然

の
街

で
あ

り
、
介
護
が
充
実
し
た
街
だ

と
用
い
ま
す
。
母
が
介
護
の

仕
事
を
し
て
い
て
、
そ
れ
を

見
て
い
た
の
で
私
も
し
て
み

た
い
と
目
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
∩
人
の
役
に
立
ち
た

い
」
…
陶
小
学
校
）
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◎
最
優
秀
賞

○
優
秀
賞
　
　
【敬
称
じ

出
場
者
氏
名

◎
員
鍋
　
　
晃

○
渡
邊
江
理
花

○
中
根
ま
な
み

○
栗
本
　
佳
奈

○
今
瀧
　
一華
音

○
水
野
　
真
衣

○
伊
佐
次
快
麻

）^
コ
ト
ラ
フ
ァ
エ
ル

〇
小
栗
あ
お
い

○
古
田
　
響
子

○
楠
川
　
季
世

○
保
　
あ
か
り

○
郷
原
隆
之
介

◎
西
尾
ひ
よ
り

○
平
野
　
美
月

〇
三
家
　
伶
来

「一票がつくる未来」 中学生
の部 最優秀賞 0コトラフアエルさん (日吉中3年)

みなさんは、大切な一票を無駄にしていませんか。無駄にしようとしていませんか。僕は、日本生まれ

日本育ちですが、国籍はブラジルです。明るくて陽気な人々。アマゾン川などの自然の美しさ。僕は素晴

らしいところがたくさんあるブラジルが大好きです。しかし、ブラジルには、日本とは比
べものにならな

いほどの問題を抱えています。それは貧富の差です。この問題は、設備が充実しない病院、次々と閉店
し

てしまう商店街など、様々なところに影響を与えています。その中でも、最も影響を受けているのが僕と

同世代の子どもたちです。満足のいく教育をうけることができずまともな職に就くこともできな
い。その

結果十代の少年たちによる犯罪が異常なほどに増加しています。貧富の差が、辛い現実を生み出
している

のです。では、なぜそのようなことが起きてしまったのでしようか。その原因の一つが、大統領を
はじめ

とする政府にあると言われています。国民のために働くべき人たちが、自分の財産のために、度重な
る汚

職問題を起こしてしまう。そのことに、国民の不満が爆発し、大統領の弾劾裁判
へと発展しています。た

った一人の大統領や政治家の行動によつて、国が大きく変えられてしまう。そんな恐ろしさを知り
ました。

しかし、僕は思いました。その大統領は国民からの一票一票を積み重ねて選ばれたのだから、根本的
な原

因は国民にあるのではないかと。現在の日本は、ブラジルに比べるとはるかに治安
の良い国だと思います。

また義務教育として、十五歳まで確実に教育を受けられている僕たちは、本当に幸せだと思
います。しか

し、ささいなきっかけによって、日本の未来も大きく変化してしまう危険性があります。そ
んな危険性を

なくしてよりよい方向へと導いていくのは、全ての有権者と、今後有権者になる僕たち
の意志です。

来月の参議院選挙から、選挙権が十八歳以上になります。ブラジルの大統領選挙
のような直接選挙では

ありませんが、政治に影響を与えることには変わりありません。それなのに、近年の
二十代の若者の投票

率は約三十%しかないのです。投票を棄権した理由として多かったのが、「選挙に関心がなかったから」。

せっかく自分たちの声を、政治に届けるチャンスがあるのに自ら放棄してしまってよいのでしようか。
「関

心がない」のではなく、自分達の未来について考える力が欠けていると僕は思います。近年では、イ
ンタ

ーネットや SNSでも、情報を仕入れること選挙活動をすることができます。きっとこれから、僕たちだ

からできる新たな政治が増えてくるはずです。しかし、国籍がブラジルである今の僕は、十八歳になっ
て

も、選挙権を得ることができません。将来、国籍を日本に移そうと思っていますが、厳し
い条件を乗りこ

えなければいけません。だからこそ、同世代の人たちには、大切な権利を絶対に無駄にしてほしくな
いで

す。投票をしようか悩んでいる人。関心がないからと、行かずにすませようとしている人。
一度考え直し

てみてください。あなたの大切な一票が、日本を動かすのです。日本の輝かしい未来を
つくるのです。僕

は将来、日本人の一人として大切な権利を手に入れて日本の未来のために、自分の意志で必ず選挙
に行き

ます。
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瑞浪市青少年育成市民会議は、各地区町民会議の他、以下の諸団体に支えられています。
*連合自治会 *PT∧ 連合会・中高保護者会 *P tt A母親委員会 *子ども会連合会 *小中学校
校長会 *幼稚園長会 *保育研究協議会 *小中高等学校生徒指導 *中京学院大学 *体育協会
*スポーツ推進委員会 *スポーツ少年団 *瑞浪保護区保護司会 *民生委員・児童委員協議会
*瑞浪□―タリークラブ *瑞浪青年会議所 *瑞浪ライオンズクラブ *社会教育委員 *明るい
社会づ<り推進会 *多治見詈察署瑞浪肇部交番 *交通安全協会 *少年センター指導員 *教育
委員会

★推 進 員長
☆副推進員長

長
長会絵

部
副
◎
○

会長 水野 光二 (瑞浪市長 )
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田
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本
部
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員

熊
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加
藤
　
博
之

中
山
　
征
治

勝
　
　
康
弘

平
林
　
道
博

後
藤
　
　
東

五
嶋
　
久
年

山
田
　
幸
男

水
野
　
田日
代

成
瀬
　
徳
夫

奥
村
　
孝
志

加
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智

一

安
田
善

一
朗

伊
藤
　
修
二

山
内
　
正

一

家庭教育音口会員

◎成瀬 徳夫
○松浦 大哲
羽柴  誠
大嶋美恵子

岡本 裕樹
水野真紀子

稲垣登代子

加藤 恭子
加知 幸子
工藤 慎子
足立 弘文
安藤  綾
小川 由子
大脇 ゆか
安藤佐和子

員鍋 玲子
安江紀代美

薄丼 義彦
小栗  隆
田中  茂

地域活動部会員

◎奥村 孝志
○鈴木かおり

奥村 好次
萩尾 英明
今丼 浩光
馬場 大輔
小木曽 修
カロ糸内  「言5弓

愛知 孝夫
富岡 良宏
綴細 ―好
小栗 育子
各務 和子
渡辺 千景
可児 恵太
日比野慎也

溝□ 博士
加藤 勝美
安藤  功
小木曽ス榮

環境改善音口会員

◎加藤 智一
〇重田 博之
安藤 裕子
三宅 郁男
三宅 滋郎
小栗 計久
大脇 政洋
安藤 義人
酒丼 厚司
細江 尚弘
横山 知明
鵜飼 清彦
伊藤 良子
工藤  誠
鈴木浩一路

丼上 永―
五嶋 久年
梶田 静子
後藤  東
二村 博之

広 報 部 会 員

◎安田善一朗

○酒丼 好博
加納 富雄
山内 正一
下条 公寿
森本 幸正
中山 育郎
福田 道大
小栗 吉彦
伊藤 明汚
小林 勝平
柴田 芳宏
正村 京司
伊藤加代子

木村 ―郎
武田 礼司
愛矢□ 秀一
柴田 増三
浅丼  誠
厚見ハ干代

☆編集後記

新企画として、広報部員さんからの寄稿を掲

載することにしました。第 1回目は、細ス手長
寿クラブの下条さん、瑞浪高校育反会の中山さ

んからいただいた原稿を紹介します。今後もご

期待ください。

☆今後の主な年間行事予定

011月
011月 20日 (日 )
・ 2月 3日 (金 )
0 2月 19日 (日 )

街頭啓発活動

高校生と語る会

第 2回四部会
第2回青少年育成市民会議
活動指定地区、団体活動発表
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